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上小阿仁村産業祭上小阿仁村産業祭
秋の実りが一堂に秋の実りが一堂に

第３４回

上
小
阿
仁
村
議
会
議
長
賞

優
秀
賞

　
食
用
ほ
お
ず
き

　
　
齊　

藤　

は
な
子（
上
仏
社
）

米
代
東
部
森
林
管
理
署

　
　
　
　
上
小
阿
仁
支
署
長
賞

優
秀
賞

　
こ
の
き
の
こ

　
　

高　

橋　

富　

蔵（
沖
田
面
）

あ
き
た
北
央
農
業
協
同
組
合
長
賞

優
秀
賞

　
べ
い
な
す

　
　

北　

林　

久　

子（
下
五
反
沢
）

優
良
賞

　
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

　
　

あ
き
た
北
央
農
協

　
　
　
　

女
性
部
手
づ
く
り
会

上
小
阿
仁
村
商
工
会
長
賞

優
秀
賞

　
囲
炉
裏

　
　

鈴　

木　
　
　

稔（
大
林
）

優
良
賞

　
す
し
樽

　
　

小　

林　

正　

治（
小
田
瀬
）

上
小
阿
仁
村
教
育
委
員
長
賞

優
秀
賞

　
上
小
阿
仁
小
学
校
学
校
農
園

　
　

村
立
上
小
阿
仁
小
学
校



　

上
小
阿
仁
村
生
涯
学
習
週
間
が
17
日

か
ら
23
日
ま
で
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
小
中
学
校
の
作
品
を
は

じ
め
一
般
の
学
習
講
座
受
講
生
や
サ
ー
ク

ル
活
動
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、
会
場
を
埋

め
尽
く
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
は
、
生
涯
学
習
村
民
の
つ
ど
い

学
習
発
表
会
が
開
催
さ
れ
、
本
部
長
を

務
め
る
村
長
が「
今
日
は
、
１
年
間
の
学

習
成
果
を
発
表
す
る
場
、
会
場
の
皆
さ
ん

の
顔
が
柔
ら
か
く
な
れ
ば
、
出
演
者
も
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
て
発
表
で
き
ま
す
。
私
た
ち

は
日
々
が
生
涯
学
習
、
学
習
す
る
こ
と
で

新
た
な
活
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
今
日
の
発
表
会
を
、
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

　

満
席
の
会
場
か
ら
は
、
出
演
者
の
熱
の

こ
も
っ
た
発
表
が
披
露
さ
れ
る
度
に
、
盛

ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

出
演
者
（
発
表
順
）

上
小
阿
仁
小
中
学
校（
合
唱
）、
上
小
阿
仁

ち
ど
り
教
室（
大
正
琴
）、
か
み
こ
あ
に
保

育
園（
ゆ
う
ぎ
）、
チ
ー
ム
八
木
沢（
郷
土

芸
能
）、
悠
々
ク
ラ
ブ（
カ
ラ
オ
ケ
）、
再
起

ク
ラ
ブ（
カ
ラ
オ
ケ
）、
ス
マ
イ
ル（
太
鼓
）、

あ
や
め
会（
舞
踊
）、上
小
阿
仁
鳳
扇
会（
舞

踊
）、
プ
ァ
フ
ラ
チ
ー
ム（
フ
ラ
ダ
ン
ス
）、

菊
桜
会（
舞
踊
）、
貴
鏡
会（
舞
踊
）

第
36
回 

上
小
阿
仁
村

　
　
生
涯
学
習
村
民
の
つ
ど
い

  
　
　
　
〜 

学
習
の
成
果
お
披
露
目 

〜
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菊　桜　会 総合型クラブ「スマイル」太鼓

【
栄
光
賞
】

安
藤
　
　
駿
（
沖
田
面
）

　

平
成
23
年
７
月
７
日

　

全
県
中
学
陸
上
競
技
大
会

　

男
子
２・３
年
１
５
０
０
ｍ　

第
１
位

　

平
成
23
年
７
月
23
日

　

全
県
通
信
陸
上
競
技
大
会

　

男
子
２・３
年
１
５
０
０
ｍ　

第
１
位

　

平
成
23
年
10
月
２
日

　

全
県
新
人
陸
上
競
技
大
会

　

男
子
２
年
１
５
０
０
ｍ　

第
１
位

　
伊
藤
　
金
二（
沖
田
面
）

　

平
成
22
年
10
月
24
日

　

第
10
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

ゆ
め
半
島
千
葉
大
会

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ　

第
１
位

　

砲
丸
投
げ　
　
　
　
　

第
２
位

　
村
田
　
輝
昭
（
沖
田
面
）

　

平
成
23
年
２
月
８
日

　

全
国
高
校
総
体
冬
季
大
会

　

ス
キ
ー
競
技
大
回
転　

第
９
位

【
奨
励
賞
】

北
嶋
　
杏
樹
（
沖
田
面
）

　

平
成
23
年
２
月
６
日

　

北
秋
田
学
童
ス
キ
ー
大
会

　

６
年
女
子
大
回
転　

第
１
位

　

平
成
23
年
３
月
６
日

　

大
館
北
秋
田
ス
キ
ー
米
内
沢
大
会

　

６
年
女
子
回
転　

第
１
位

小
林
　
　
奨
（
下
五
反
沢
）

　

平
成
23
年
６
月
12
日

　

大
館
北
秋
田
陸
上
競
技
大
会

　

共
通
男
子
１
０
０
ｍ　

第
１
位

鈴
木
多
工
也（
沖
田
面
）

　

平
成
23
年
７
月
17
日

　

全
県
学
童
相
撲
大
会

　

個
人
戦　

第
２
位

武
石
　
麗
未
（
羽
立
）

　

平
成
23
年
７
月
３
日

　

秋
田
県
少
年
少
女
陸
上
競
技
大
会

　

共
通
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
第
１
位

嶋
田
　
悠
二（
沖
田
面
）

　

平
成
23
年
２
月
６
日

　

北
秋
田
学
童
ス
キ
ー
大
会

　

４
年
男
子
距
離
競
技
３
㎞　

第
１
位

田
中
未
優
菜
（
小
沢
田
）

　

平
成
23
年
２
月
６
日

　

北
秋
田
学
童
ス
キ
ー
大
会

　

４
年
女
子
大
回
転　

第
１
位

萩
野
　
真
紀
（
堂
川
）

　

平
成
23
年
６
月
12
日

　

大
館
北
秋
田
陸
上
競
技
大
会

　

５
年
女
子
８
０
０
ｍ　

第
１
位

上
小
阿
仁
村
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
　
　
　
　
　

被
表
彰
者
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ど
な
た
で
も
自
由
に
利
用
で
き
ま

す
。（
県
外
の
方
で
も
利
用
可
能
で
す
）

　

村
内
か
ら
八
郎
潟
駅
ま
で
平
日
、

朝
夕
運
行
し
て
い
ま
す
。

●
運
行
経
路

役
場
か
ら
、
堂
川
方
面
・
仏
社
方

面
・
下
五
反
沢
・
沖
田
面
を
経
由
し

八
郎
潟
駅
へ

　
朝
１
便

　
（
役
場
発　

午
前
６
時
55
分
）

　
夕
方
１
便

　
（
役
場
発　

午
後
３
時
35
分
）

※
土
日
と
祝
日
は
運
休
。
昼
は
予
約
が

あ
れ
ば
運
行
し
ま
す
。

●
料
　
　
金
〈
片
道
〉

　

お
と
な　
　
　
　
　

１
０
０
０
円

　

こ
ど
も（
小
学
生
）　　

５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
（
乳
幼
児
無
料
）

※
乗
車
人
員
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
定
員（
７
人
）を
超
え
た
と
き

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
確
実
に
利
用

し
た
い
場
合
は
、
事
前
申
込
が
必
要

で
す
。

●
申

込

先

　
上
小
阿
仁
村
社
会
福
祉
協
議
会

　
　

☎ 

０
１
８
６（
77
）３
０
５
８

　
　
　

 

Ｉ
Ｐ
告
知（
66
）３
０
５
８

み
ん
な
の

　

こ
あ
に
号
を

　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

貴　鏡　会

鏡　芳　会

上小阿仁鳳扇会

上小阿仁ちどり教室

あやめ会

プァフラチーム



お
い
し
い
っ
て
楽
し
い
ね

　

10
月
５
日
、
上
小
阿
仁
小
学
校
で
学

校
農
園
の
収
穫
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

体
育
館
裏
に
は
児
童
た
ち
が
大
切
に

育
て
た
サ
ツ
マ
イ
モ
畑
が
あ
り
、
傷
を
つ

け
な
い
よ
う
に
丁
寧
に
手
で
掘
り
な
が
ら

収
穫
を
楽
し
み
ま
し
た
。
茎
を
引
っ
張
る

と
大
き
な
芋
が
４
、５
本
連
な
っ
て
取
れ

る
さ
ま
に
喜
び
の
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
６
日
、
上
小
阿
仁
小
学
校
の
宮

越
香
穂
さ
ん
、
武
石
大
翔
さ
ん
が
杉
風
荘

を
訪
問
し
、
学
校
農
園
で
栽
培
し
た
採
れ

た
て
の
サ
ツ
マ
イ
モ
を
、
利
用
者
へ
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

杉
風
荘
で
は
、
給
食
の
食
材
と
し
て
、

お
い
し
く
調
理
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

採
れ
た
て
の

　
　
　

プ
レ
ゼ
ン
ト

10

　

10
月
21
日
、
か
み
こ
あ
に
保
育
園
の
園

庭
に
植
え
た
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
、
移
植
ベ
ラ
で
サ
ツ
マ
イ

モ
の
つ
る
を
た
ど
り
、
紅
色
の
芋
が
顔
を

出
す
と
大
は
し
ゃ
ぎ
、
小
さ
な
手
で
大
き

な
サ
ツ
マ
イ
モ
を
掘
り
上
げ
、
満
面
の
笑

み
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

食
物
の
育
つ
土
の
香
り
を
楽
し
み
な
が

ら
、
自
分
た
ち
の
手
で
採
る
貴
重
な
体
験

を
し
ま
し
た
。

園
庭
で
お
芋
を
収
穫

　

ま
た
、
小
学
５
年
生
は
福
舘
の
水
田
で

稲
刈
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

地
元
農
家
の
方
か
ら
カ
マ
の
使
い
方
や
、

紐
を
腰
に
付
け
、
刈
り
取
っ
た
稲
を
束
ね

る
方
法
な
ど
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
腰
を

曲
げ
て
の
慣
れ
な
い
作
業
に
加
え
、
軍
手

を
し
た
ま
ま
で
は
上
手
に
紐
を
結
ぶ
こ
と

が
で
き
ず
、
額
の
汗
を
拭
い
な
が
ら
稲
刈

り
作
業
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

刈
り
取
っ
た
稲
は
、
お
い
し
い
お
米
に

な
る
よ
う
に「
は
さ
掛
け
」さ
れ
、
天
日

干
し
に
し
ま
し
た
。

　

10
月
４
日
、
か
み
こ
あ
に
保
育
園
の
遠

足
が
友
生
園
の
栗
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

友
生
園
の
職
員
か
ら
上
手
な
栗
の
拾
い
方

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
大
き
な
袋
を
片

手
に
収
穫
に
臨
み
ま
し
た
。

　

園
児
ら
は
栗
の
い
が
に
悪
戦
苦
闘
し
な

が
ら
、
上
手
に
実
を
拾
い
上
げ
て
い
ま
し

た
。
手
に
取
っ
た
栗
の
大
き
さ
を
友
達
と

比
べ
た
り
し
て
、
栗
拾
い
を
楽
し
み
ま
し

た
。　 収

穫
の
秋

　

大
き
な
栗
の
木
の
下
で

　
　
　
　
　

秋
の
味
覚
発
見
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水
原
で
す
。
寒
さ
に
身
を
縮
め
る
日

が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
体
調
に
気

を
付
け
た
い
で
す
ね
。

山
々
の
様
子
を
見
れ
ば
、
紅
葉
も
盛
り

を
過
ぎ
、
段
々
と
冬
支
度
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
昨
年
は
青
い
う
ち
か
ら
蛾
の

幼
虫
に
食
い
荒
ら
さ
れ
、
今
年
は
食
べ

頃
に
な
っ
た
そ
ば
か
ら
危
険
な
サ
イ
ズ

の
蜂
に
か
じ
ら
れ
た
食
用
ほ
お
ず
き
と

も
そ
ろ
そ
ろ
お
別
れ
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
魅
力
的
な
香
り
が
虫
達

を
引
き
寄
せ
る
の
で
し
ょ
う
か
、
毎
年

ふ
び
ん
な
思
い
を
さ
せ
て
し
ま
っ
て
可

哀
想
で
し
た
が
、
昨
年
に
続
き
、
目
一

杯
勉
強
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

思
え
ば
今
年
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
枝

豆
な
ど
、
様
々
な
野
菜
の
収
穫
が
叶
い
、

も
ぎ
た
て
の
美
味
し
さ
を
存
分
に
味
わ

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

上
小
阿
仁
に
来
て
か
ら
贅
沢
三
昧
の

私
は
、
か
ね
て
か
ら「
こ
の
野
菜
の
美

味
し
さ
を
紹
介
し
た
い
」と
い
う
野
心

を
密
か
に
抱
い
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
そ
の
野
望
の
第
一
弾
と
し
て
、

最
近
は
か
ぼ
ち
ゃ
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用

し
た
プ
リ
ン
作
り
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

　

昨
年
、
か
ぼ
ち
ゃ
が
大
量
に
取
れ
る

こ
と
を
学
び
、
美
味
し
く
消
化
す
る
方

法
を
長
い
間
思
案
し
た
結
果
、
自
分
の

好
物
を
作
る
と
い
う
単
純
な
発
想
で
決

め
ま
し
た
。

　

納
得
の
出
来
の
完
成
品
は
と
り
あ
え

ず
、義
経
と
弁
慶
に
よ
る
勇
壮
な
舞「
鞍

馬
」を
新
た
に
習
得
し
、
学
校
祭
や
生

涯
学
習
発
表
会
で
大
活
躍
し
て
く
れ
た

チ
ー
ム
八
木
沢
の
メ
ン
バ
ー
に（
毒
見

で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　

…
そ
う
で
す
か
、
甘
み
が
足
り
な
い
。

う
ん
う
ん
、
２
個
目
か
ら
は
飽
き
て
く

る
…
な
る
ほ
ど
。

　

ど
う
や
ら
予
想
以
上
に
中
学
生
は
食

通
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
だ
ま
だ
修
行

が
足
り
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。

　

と
は
い
え
そ
こ
は
ス
イ
ー
ツ
の
力
、

な
ん
や
か
ん
や
言
い
な
が
ら
、
笑
顔
で

パ
ク
つ
く
子
供
た
ち
。
お
い
し
い
も
の

は
人
を
幸
せ
に
す
る
と
い
う
の
は
本
当

の
よ
う
で
す
ね
。

　

雪
が
降
る
ま
で
あ
と
少
し
、
秋
の
暮

れ
の
上
小

阿
仁
で
美

味
し
い
も

の
を
お
腹

一
杯
詰
め

込
ん
で
、

ク
マ
さ
ん

さ
な
が
ら

に
冬
眠
に

備
え
ま
し
ょ

う
か
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
日
誌
㉒ 

〜
水
原
編
〜

　

10
月
６
日
、
上
小
阿
仁
村
戦
没
者
追

悼
式
が
開
発
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

遺
族
会
会
員
や
来
賓
な
ど
が
列
席
し
、

祭
壇
に
献
花
を
行
い
ま
し
た
。

　

黙
と
う
を
捧
げ
、
村
長
は「
上
小
阿
仁

村
に
お
き
ま
し
て
も
、
２
０
５
名
の
方
が

戦
禍
の
犠
牲
と
な
ら
れ
ま
し
た
。
最
愛
の

肉
親
を
亡
く
さ
れ
、
長
き
に
わ
た
り
そ
の

悲
し
み
に
耐
え
な
が
ら
、
残
さ
れ
た
家
族

を
支
え
ら
れ
、
今
日
の
繁
栄
を
築
か
れ
た

ご
遺
族
の
み
な
さ
ま
に
、
深
甚
な
る
敬
意

を
表
し
ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ
の
悲
惨
な

記
憶
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
次
の
世

代
に
正
し
く
引
き
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
た
め
、
諸
霊
が
愛
さ
れ
た
ふ
る

さ
と
上
小
阿
仁
村
を
、
さ
ら
に
命
あ
ふ
れ
、

さ
ら
に
輝
く
未
来
へ
つ
な
ぐ
た
め
に
、
村

民
一
丸
と
な
っ
て
歩
み
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
」と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

戦
後
66
年

　
　
ご
冥
福
と
平
和
へ
の
誓
い

次
の
と
お
り
収
集
日
を
追
加
し
ま
す
。

◇
下
部（
長
信
田
か
ら
上
五
反
沢
）

　
　

11
月
25
日（
金
）

　
　
　
　

び
ん（
無
色
・
茶
色
・
そ
の
他
）

◇
上
部（
大
海
か
ら
八
木
沢
）

　
　

11
月
30
日（
水
）

　
　
　
　

１
ｍ
未
満
の
粗
大
ゴ
ミ

　

10
月
16
日
、
全
村
一
斉
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
が
行
わ
れ
、
朝
早
く
か
ら
集
落
内
の
清

掃
活
動
に
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
国
道
や
県
道
沿
い
の
清
掃
も
行

わ
れ
、
道
路
脇
の

ポ
イ
捨
て
さ
れ
た

ゴ
ミ
を
拾
い
上
げ

ま
し
た
。
２
８
５

号
の
パ
ー
キ
ン
グ

エ
リ
ア
に
は
、
不

法
投
棄
禁
止
の
看

板
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
側
溝

や
草
陰
に
空
き
缶

な
ど
が
捨
て
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　

大
人
と
し
て
の

マ
ナ
ー
を
守
り
、

ゴ
ミ
は
ゴ
ミ
箱
へ

捨
て
ま
し
ょ
う
。

清
掃
活
動
で

　
　
き
れ
い
な
村
へ

お
知
ら
せ

ゴ
ミ
カ
レ
ン
ダ
ー
の
表
記
に

不
備
が
あ
り
ま
し
た
の
で

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。


